
電気炉用水冷ケーブル



　水冷ケーブルは主として製鋼用アーク炉の二次側導体として使用され、溶湯出鋼時の炉
体傾動、スクラップなどを投入する際の炉蓋旋回など、アーク炉と一体化して連動するので
ケーブルには屈曲・捻れなどの応力が加わります。
　また、炉運転中は電極からの輻射熱を浴びると共に、大電流による電磁作用で水冷ケー
ブルの同相内、相間で吸引・反発などの力が働き、ケーブルに繰り返しの応力が加わります。
　このような、高温雰囲気及び機械的な外力を伴う過酷な条件下で水冷ケーブルは使用さ
れますが、昭和40年以降、多くの製鋼分野に製品を納入し、製鋼炉の使用条件に合わせた
技術改良を積み重ねることで、品質の向上、長寿命化を実現しています。

公称断面積
（mm2）

外部ホース
外径（mm）

補強ホース 直流導体抵抗
（10-6Ω/m、20℃）

定格電流
（kA）

概算質量
（㎏ /m）

曲げ半径
（mm）外径（mm） 長さ（mm）

1,000 101 127 700 18.8 5.0 16.0 500
1,500 129 155 1,000 12.0 7.5 24.0 650
1,750 129 155 1,000 10.4 8.8 26.5 650
2,000 136 163 1,000 9.20 10.0 29.5 680
2,250 145 174 1,000 8.23 11.3 35.0 730
2,500 145 174 1,000 7.30 12.5 37.0 730
2,750 159 191 1,000 6.69 13.8 42.0 800
3,000 159 191 1,000 6.18 15.0 44.0 800
3,500 171 205 1,000 5.02 17.5 53.0 860
4,000 179 212 1,000 4.46 20.0 58.5 900
4,500 189 224 1,000 4.01 22.5 65.0 950
5,000 198 233 1,000 3.65 25.0 70.0 990

注記：1. 最大6,500mm2までの製品をご提供致します。
　　　2. 使用環境に応じて、スペーサの追加や外部ホースの厚肉化などの最適構造をご提案します。

水冷ケーブル構造表（標準品）

構造

信頼の
ブランド

コンダクターチューブによって、ケー
ブル可動時の導体子撚り間の摩擦に
よる導体素線摩耗を軽減し、ケーブル
の長寿命化を実現させています。

コンダクターチューブ

子撚り導体の配置を保つこと
及び導体全長に対して冷却水
を送水する部品で、導体をよ
り均一に冷却させます。

フルートコア

可撓銅管を端子と導体接続部近傍に
配置することで、当該部に集中する
屈曲応力などを緩和すること及びは
げしい振動によって起こる構成部品
間の摩耗などを軽減します。

可撓銅管

外部ホース上に必要数組み付ける
事で操業時に水冷ケーブル同士が
接触する衝撃を緩和し、外部ホー
ス及び導体の摩耗を軽減します。

スペーサ
非磁性材料の高張力ステンレス鋼帯
を用い、端子と外部ホースを確実に
締結し、端子と外部ホース間の水漏
れ及び導体断線時に外部ホースに導
体の自重が加わっても締結部が外れ
る事が無いようにしています。

締め付けバンド

ブスバーと接続する際
の接触抵抗を軽減する
ため、銀メッキ処理を
施しています。

端子
電気的絶縁性、耐摩耗性、耐熱性、耐
水圧、耐屈曲性などを勘案し、複数種
の材料層を積み重ねた構造を採用し
ており、厳しい使用条件下で長期間必
要特性を維持する性能を有します。

外部ホース
製品の長寿命化を実現
するため、耐屈曲性な
どを考慮した導体撚り
構成を採用しています。

導体
端子と導体接続部の外部ホー
ス上に補強ホースを追加する
ことで、導体接続部近傍の導
体に集中する応力を緩和し、
導体の長寿命化を図ります。

補強ホース



公称断面積
(mm2)

標準端子羽子板部寸法（mm、Cのみinch）
Ａ B C D E F G L ℓ ℓ’ T

1,000 74 50 1 14 8 30 55 250 55 － 45
1,500 87 51 1 18 10 40 40 300 55 55 50
1,750 87 51 1 18 10 40 40 300 55 55 50
2,000 96 64 1 18 10 40 50 310 55 55 50
2,250 104 70 1 1/4 18 10 45 55 320 55 55 50
2,500 104 70 1 1/4 18 10 45 55 320 55 55 50
2,750 116 74 1 1/2 22 8 50 60 320 70 － 50
3,000 116 74 1 1/2 22 8 50 60 320 70 － 50
3,500 124 74 1 1/2 22 8 50 60 320 70 － 55
4,000 134 80 1 1/2 22 8 50 60 350 80 － 55
4,500 141 80 1 1/2 22 8 50 60 350 80 － 55
5,000 147 80 1 1/2 22 8 50 60 350 80 － 55

注記：1. Eは端子部の孔加工数量を示します。
　　　2. 端子羽子板寸法はご要望に応じて変更します。
　　　3. 端子先端部はご要望に応じてアイボルトの取付が可能な加工を施します。

注記：1. ケーブル条長：10m
　　　2. 水温上昇：5℃（例：入水温度32℃、出水温度37℃）
　　　3. 電流密度5A／mm2 ～ 6A／mm2の範囲でご使用下さい。
　　　4. 冷却水の標準pH ･････ 6.5 ～ 10

製造工程中の水冷ケーブル外観

電気炉への適用状況

端子寸法（標準品）

冷却水量（参考）
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・�本カタログの記載内容は2017年12月現在のものです。
・本カタログの内容は、お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

●ホームページからお問い合わせ
   http://www.feic.co.jp/formmail.html

●お問い合わせは

保守・メンテナンスなど

「導体断線率測定方法」
　水冷ケーブルの導体抵抗を
四端子法で測定し、その測定
結果と導体抵抗の規格値に基
づいて断線率を算出します。

（2）外観調査
　外部ホースの摩耗状態など
を確認し、ホースの破損、水
漏れに至る可能性がある場合
には、水冷ケーブルまたは外
部ホースの交換などをご提案
します。

（3）運用コスト低減のご提案
　劣化診断の結果及びその後の運用で把握された事項に基づいて、例
えば、導体断線に至るチャージ回数と比較して外部ホースの摩耗の進
行が早い場合などは、水冷ケーブルの交換周期を長くするための処置
として、外部ホースを厚くするなどの仕様変更をご提案します。

１．交換用水冷ケーブルの在庫化
　水冷ケーブルは、アーク炉運転中は電極からの輻射熱
を浴びると共に大電流による電磁作用から、相内、相
間に吸引、反発の力が働き、ケーブル導体に繰返し応力

（ねじれ、曲げ、振動等）が加わるので、ホースの劣化・
損傷や導体疲労の蓄積による断線などが発生します。
　水冷ケーブルに断線などが生じた場合には、操業を
維持することが出来なくなるため、交換用の水冷ケー
ブルを常に在庫しておき、短期間で復旧できる体制を
整えておく必要があると考えます。

２．劣化診断
（1）導体断線率調査
　安定的な操業を実現するには、消耗品である水冷ケー
ブルに断線などが生じる前に、一定の周期で水冷ケー
ブルを交換することが望ましく、また、その交換は各
相一括で行うことを推奨しています。
　当社は、水冷ケーブルの交換周期を把握・決定する
ための一つの方法として、導体の断線率測定「劣化診断」
を定期的に実施し、水冷ケーブルのチャージ数と導体
断線率の相関性を調査することをご提案しています。

四端子法抵抗測定回路

外部ホースの概略構造
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